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Ⅰ はじめに 
 『中学校学習指導要領（平成 29年告示）』及び『高等学校学習指導要領（平成 30 年告示）』（以下「新学

習指導要領」）解説総則編における「改訂の経緯」の冒頭に、「今の子供たちやこれから誕生する子供たち

が,成人して社会で活躍する頃には,我が国は厳しい挑戦の時代を迎えていると予想される。生産年齢人口

の減少,グローバル化の進展や絶え間ない技術革新等により,社会構造や雇用環境は大きく,また急速に変

化しており,予測が困難な時代となっている。」と示されている。このような時代を背景に、「改訂の基本方

針」として、生徒が未来社会を切り拓くための資質・能力を一層確実に育成することを目指し、全ての教

科等の目標や内容を「知識及び技能」「思考力，判断力，表現力等」「学びに向かう力，人間性等」の三つ

の柱で再整理されている。 

これらの資質・能力の育成を目指して、「主体的・対話的で深い学び」の実現に向けた授業改善が求めら

れており、平成 28年 12月の中央教育審議会答申（以下「平成 28年答申」）における各教科の改善事項の

中で、資質・能力を育成する学びの過程についての考え方が示されている。理科においては、課題の把握

（発見）、課題の探究（追究）、課題の解決という「探究」の過程を通じた学習活動を行い、それぞれの過

程において、資質・能力が育成されるよう指導の改善を図ることが求められている。また、このような探

究の過程全体を生徒が主体的に遂行できるようにすることを目指すとともに、生徒が常に知的好奇心を持

って身の回りの自然の事物・現象に関わるようになることや、その中で得た気付きから疑問を形成し、課

題として設定することができるようになることを重視すべきであるとしている。家庭、技術・家庭(家庭分

野)においては、生活の営みに係る見方・考え方を働かせつつ、生活の中の様々な問題の中から課題を設定

し、その解決を目指して解決方法を検討し、計画を立てて実践するとともに、その結果を評価・改善する

学習活動が示された。同じく技術・家庭科(技術分野)（以下「中学校技術」）においては、単に何かをつく

るという活動ではなく、技術の見方・考え方を働かせつつ、生活や社会における技術に関わる問題を見い

だして課題を設定し、解決方策が最適なものとなるよう設計・計画し、製作・制作・育成を行い、その解

決過程や解決結果を評価・改善するという「問題解決」の過程を通じた学習活動が示された。さらに、こ

のような「探究」及び「問題解決」の学習過程は、各教科の「新学習指導要領」解説においてイメージ図

が添えられ、その必要性が示されている。 

 理科研修班では、令和２・３年を通して高校理科、高校家庭、中学校技術・家庭における「指導と評価

の一体化」の充実に向けた取組をテーマとして調査研究を推進し、観点別学習状況の評価に関する実践資

料等を作成・提供してきたが、その基盤となるべき「主体的・対話的で深い学び」の視点からの「探究」

及び「問題解決」の学習過程を重視した授業改善については十分に深めることができなかった。 

一方、新学習指導要領において、「主体的・対話的で深い学び」の実現に向けた授業改善のための各教科

等の指導に当たっての配慮事項として、情報活用能力の育成とＩＣＴの活用の充実が求められ、令和２年

６月の「教育の情報化に関する手引き（追補版）」には、ＩＣＴを効果的に活用した学習場面の分類例及び

各教科等の指導におけるＩＣＴの活用の具体的事例が示されている。また、令和３年１月の中央教育審議 
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会答申『「令和の日本型学校教育」の構築を目指して』（以下「令和３年答申」）において、全ての子供たち

の可能性を引き出す、「個別最適な学び」と「協働的な学び」を一体的に充実するためには、ＩＣＴは必要

不可欠であることが示された。 

本県においても、「ＧＩＧＡスクール構想」により、全ての小中学校で１人１台端末を活用した学習が始

まっている。また、同様な環境で学びを継続し、情報活用能力の向上を図る必要があることから、県立高

校においても令和４年度の新入生から１人１台を活用した学びを進めているところである。理科、家庭及

び技術の授業においては、観察・実験・実習の充実が重要であり、これまでにも様々な教材・教具の工夫・

改善が行われてきたが、今後はＩＣＴの効果的な活用についても実態調査も含めた研究を深める必要があ

る。 

そこで、今年度は研究対象を高校理科、高校家庭及び中学校技術とし、研究協力員と連携してＩＣＴを

効果的に活用した観察・実験・実習の実践研究を行い、「探究」及び「問題解決」を重視した「主体的・対

話的で深い学び」の実現に向けた授業改善を目指す。 

 

Ⅱ 研究内容 
 １ 研究計画 

高校理科、高校家庭、中学校技術の研究計画の概略を図１に示す。 

  (1) 高校理科、高校家庭 

    研究協力員との授業実践、授業改善推進事業 1)及び指定研修等を連動させて調査研究を進める。

教育研究会を通した任意のアンケートによる実態調査を踏まえた授業実践を行い、実践事例集を作

成する。 

  (2) 中学校技術 

    研究協力員、依頼研修、教育研究会、夏期短期研修及び自主講座等を通して学校現場の状況を把

握する。各教育事務所及び各教育委員会との情報交換等や学校を通したアンケートによる実態調査

を踏まえた授業実践を行い、実践事例集を作成する。 

 

 
  

                                              
1)沖縄県の授業改善推進事業における授業改善推進校（高校）の国語、地理歴史、公民、数学、理科、外国語の教員が、年間

を通して単元開発・研究授業・指導と評価の一体化の研究等の授業実践を共有し、「授業スタンダード」の構築を目的とした

事業である。 

図１ 研究計画の概略 
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２ 理論研究 

(1) 「探究」及び「問題解決」の学習過程と観察・実験・実習の充実について 

① 高校理科における「探究」の学習過程について 

高等学校「新学習指導要領」における「理科の目標」は、育成を目指す資質・能力が三つの柱

に沿って示されており、 表１のように整理された。ここでは、生徒が自然の事物・現象に進んで

関わり、「理科の見方・考え方」を働かせ、見通しを持って、観察・実験を行うなど、自ら学ぶ意

欲や科学的に探究する活動を一層重視した内容となっている。また、「理科の見方・考え方」につ

いては、自然の事物・現象を、質的・量的な関係や時間的・空間的な関係などの科学的な視点で

捉え、比較したり、関係付けたりするなどの科学的に探究する方法を用いて考えることと整理さ

れ、「探究」の学習過程の中でいかに働かせていくかが重要となっている。 

 

 

 

 

 

   

理科の資質・能力を育成する学びの過程についての具体的な考え方は、「平成 28 年答申」に     

まとめられており、その資質・能力を育むために重視すべき学習過程のイメージも示された。な

お、「新学習指導要領」解説理科編・理数編にも図２が示されている。 

     この「課題の把握（発見）」「課題の探究（追究）」「課題の

解決」の学習過程については、必ずしも一方向の流れでは

なく、必要に応じて戻ったり、繰り返したりする場合があ

ること、授業においては全ての学習過程を実施するのでは

なく、その一部を取り扱う場合があることに留意する必要

がある。ここで「探究」の学習過程を「主体的・対話的で深

い学び」の視点からの授業改善として整理すると、「主体的

な学び」を実現するためには、自然の事物・現象から問題

を見いだし、見通しをもって課題や仮説の設定、観察・実

験の計画を立案したりする学習場面を設けることや、観察・

実験の結果を分析・解釈して仮説の妥当性を検討したり、

全体を振り返って改善策を考えたりする学習場面を設ける

こと、さらに得られた知識や技能を基に、次の課題を発見

したり、新たな視点で自然の事物・現象を把握したりする

学習場面を設けることが大切である。また、課題の設定、

検証の立案、観察・実験の結果の処理や考察・推論する場

面では、あらかじめ個人で考え、その後、意見交換や議論

したりして、自分の考えをより妥当なものにする学習場面

を設けることで「対話的な学び」が実現していくものと考えられる。そして、「探究」の学習過程

を通して「理科の見方・考え方」を働かせながら学ぶことで、資質・能力を獲得するとともに見

方・考え方も豊かで確かなものとなり、次の問題発見・解決の場面において、さらに「理科の見

方・考え方」を自在に働かせることにより「深い学び」の実現につながっていくと考えられる。 

② 高校家庭における「問題解決」の学習過程について 

高等学校「新学習指導要領」における「家庭の目標」は、育成を目指す資質・能力が三つの柱

に沿って示されており、表２のように整理される。これらが偏りなく実現できるようにするため

には、実生活と関連を図った「問題解決」の学習過程を効果的に取り入れ、三つの柱を相互に関

連させることにより、家庭科全体の資質・能力を育成することが重要である。また、「実践的・体

験的な学習を通して」とは、理論のみに終わることなく、調理、製作等の実習や観察、調査、実

験、演習などの実践的・体験的な学習活動を通して学習することで、習得した知識及び技能を自

らの生活に活用することを意図しており、目標を実現するためにその充実が求められている。 

自然の事物・現象に関わり，理科の見方・考え方を働かせ，見通しをもって観察，実験を行うことなどを通して，自然の事

物・現象を科学的に探究するために必要な資質・能力を次のとおり育成することを目指す。 

（1） 自然の事物・現象についての理解を深め，科学的に探究するために必要な観察，実験などに関する技能を身に付ける

ようにする。【知識及び技能】 

（2） 観察，実験などを行い，科学的に探究する力を養う。【思考力，判断力，表現力等】 

（3） 自然の事物・現象に主体的に関わり，科学的に探究しようとする態度を養う。【学びに向かう力，人間性等】 

図２ 理科の資質・能力を育むため重視 

すべき学習過程のイメージ(抜粋) 

表１ 高校理科の目標と資質・能力の三つの柱 
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 図３ 家庭科、技術・家庭科（家庭分野）の学習過程の参考例 

 

 

 

 

 

 

 

家庭科、技術・家庭科（家庭分野）の資質・能力を育成する学びの過程についての具体的な考

え方は、「平成 28年答申」にまとめられ、その学習過程の参考例のイメージも示された。なお、

「新学習指導要領」解説家庭編にも図３が示されている。また、授業改善の中で、生活の中から

問題を見いだし、課題を設定し、解決方法を検討し、計画・実践、評価・改善するという一連の

学習過程を重視し、この過程を踏まえて基礎的な知識・技能の習得に係る内容や、それらを活用

して思考力、判断力、表現力等の育成に係る内容について整理することが示され、目標（２）で

明確にされている。 

 

 

 

 

 

  

 

ここでの「生活の営みに係る見方・考え方」とは、家族や家庭、衣食住、消費や環境などに係

る生活事象を、協力・協働、健康・快適・安全、生活文化の継承・創造、持続可能な社会の構築

等の視点で捉え、よりよい生活を営むために工夫することと整理されている。この見方・考え方

を働かせながら、実践的・体験的な学習活動や問題解決の学習過程を通して、家庭生活に関わる

知識と技能を実際の生活の意思決定や問題解決に生かし、主体的に創造する資質・能力を育成し

ていくことで、「主体的・対話的で深い学び」の実現に向けた授業改善につながっていくと考えら

れる。 

③ 中学校技術における「問題解決」の学習過程について 

     中学校「新学習指導要領」における「技術分野の目標」は、育成を目指す資質・能力が三つの

柱に沿って示されており、表３のように整理される。ここで、「ものづくりなどの技術に関する実

践的・体験的な活動を通して」とは、実習や観察・実験、調査等を通して学習するという技術分

野の特徴を示している。技術分野では、ものづくりを通して、社会の問題解決の過程になぞらえ、

科学的な知識等を踏まえて設計・計画し、身体的な技能等を用いて製作・制作・育成を行ってい

る。また、技術分野として目指す資質・能力の育成に重要となる「問題解決」の学習過程につい

ては、目標(２)に整理されている。 

 

           

 

 

 

生活の営みに係る見方・考え方を働かせ，実践的・体験的な学習活動を通して，様々な人々と協働し，よりよい社会の構

築に向けて，男女が協力して主体的に家庭や地域の生活を創造する資質・能力を次のとおり育成することを目指す。  

(1) 人間の生涯にわたる発達と生活の営みを総合的に捉え，家族・家庭の意義，家族・家庭と社会との関わりについて理

解を深め，家族・家庭，衣食住，消費や環境などについて，生活を主体的に営むために必要な理解を図るとともに，

それらに係る技能を身に付けるようにする。【知識及び技能】  

(2) 家庭や地域及び社会における生活の中から問題を見いだして課題を設定し，解決策を構想し，実践を評価・改善し，

考察したことを根拠に基づいて論理的に表現するなど，生涯を見通して生活の課題を解決する力を養う。【思考力，

判断力，表現力等】  

(3) 様々な人々と協働し，よりよい社会の構築に向けて，地域社会に参画しようとするとともに，自分や家庭，地域の生

活を主体的に創造しようとする実践的な態度を養う。【学びに向かう力，人間性等】 

技術の見方・考え方を働かせ，ものづくりなどの技術に関する実践的・体験的な活動を通して，技術によってよりよい生活

や持続可能な社会を構築する資質・能力を次のとおり育成することを目指す。 

(1) 生活や社会で利用されている材料，加工，生物育成，エネルギー変換及び情報の技術についての基礎的な理解を図る 

とともに，それらに係る技能を身に付け，技術と生活や社会，環境との関わりについて理解を深める。【知識及び技 

能】 

（2）生活や社会の中から技術に関わる問題を見いだして課題を設定し，解決策を構想し，製作図等に表現し，試作等を通 

じて具体化し，実践を評価・改善するなど，課題を解決する力を養う。【思考力，判断力，表現力等】 

（3）よりよい生活の実現や持続可能な社会の構築に向けて，適切かつ誠実に技術を工夫し創造しようとする実践的な態度 

を養う。【学びに向かう力，人間性等】 

  表２ 高校家庭の目標と資質・能力の三つの柱 

表３ 中学校技術の目標と資質・能力の三つの柱 
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中学校技術の資質・能力を育成する学びの過程についての具体的な考え方は、「平成 28年答申」 

にまとめられており、その学習過程のイメージも示された。なお、「新学習指導要領」解説技術・

家庭編には、さらに整理された学習過程が示されている（図４）。 

ここでの「技術の見方・考え方」とは、生活や社会における事象を、技術との関わりの視点で

捉え、社会からの要求、安全性、環境負荷や経済性などに着目して技術を最適化することと示さ

れている。技術分野の「問題解決」の学習過程においては、よりよい生活の実現や持続可能な社

会の構築に向けて将来にわたって変化し続ける社会に主体的に対応していくために、この見方・

考え方を働かせながら、「生活や社会の中から問題を見いだして課題を設定する力」「課題の解決

策や解決方法を検討・構想して具体化する力」「知識及び技能を活用して課題解決に取り組む力」

「実践を評価して改善する力」「課題解決の結果や実践を評価した結果を的確に創造的に表現す

る力」の五つの問題解決能力をもつことが必要である。これらの能力の育成には、生徒一人一人

が、自らが問題を見いだして適切な課題を設定し、学習した知識及び技能を活用し主体的・意欲

的に課題解決に取り組み、解決のための方策を探るなどの学習を繰り返し行うことが大切である。

学習の進め方として、問題の発見や課題の設定、解決策や解決方法の検討及び具体化、課題解決

に向けた実践、実践の評価・改善などの一連の学習過程を適切に組み立て、生徒が主体的に課題

に向き合い、協働しながら、段階を追って学習を深められるような授業改善の必要がある。これ

が「主体的・対話的で深い学び」の実現に向けた授業改善の実現につながっていくと考えられる。 

(2) ＩＣＴの効果的な活用について 

① 学校におけるＩＣＴを活用した学習場面について 

「新学習指導要領」において、「主体的・対話的で深い学び」の実現に向けた授業改善のための 

各教科等の指導に当たっての配慮事項として、情報活用能力の育成とＩＣＴの活用の充実が求め

られている。「令和３年答申」の「令和の日本型学校教育の姿」の中でも、ＩＣＴを活用しながら、

「個別最適な学び」と「協働的な学び」を充実することが求められ、ＩＣＴは必要不可欠なもの

であると示された。活用については、「教育の情報化に関する手引き（追補版）」（令和２年６月）

にまとめられ、「学校におけるＩＣＴを活用した学習の場面」を「Ａ一斉学習」「Ｂ個別学習」「Ｃ

協働学習」の場面で分類され、ＩＣＴを活用した学習場面の例が図５のように示されている。   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

図４ 中学校技術の学習過程(抜粋) 

図５ 学校におけるＩＣＴを活用した学習場面 

 

Ａ 一斉学習 Ｂ 個別学習 Ｃ 協働学習 
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② 高校理科における「探究」の学習過程とＩＣＴ活用について 

 高校理科の学習におけるＩＣＴを活用する際に求められる観点として、「探究」の学習過程で行

う観察、実験等は、直接体験が基本であるが、指導内容に応じて適宜コンピュータや情報通信ネ

ットワークなどを適切に活用することによって、生徒の学習の場を広げたり、学習の質を高めた

りすることに留意する必要がある。その際、観察、実験の代替としてではなく、理科の学習の一

層の充実を図るための有用な道具としてＩＣＴを位置付け、活用する場面を適切に選択し、教師

の丁寧な指導の下で効果的に活用することが重要である。 

③ 高校家庭における「問題解決」の学習過程とＩＣＴの活用について 

高校家庭の指導に当たっては、コンピュータ等の情報機器や情報通信ネットワークなどの活用

を図り、情報の収集、処理、分析、発信などを通して生徒の学習意欲を喚起させるとともに、学

習の効果を高めるような積極的な工夫をすることが必要である。特に、生活に関わる外部の様々 

な情報を収集して活用することやデータの整理など指導の各場面において、コンピュータ等の情 

報機器や情報通信ネットワークなどを積極的に活用し学習の効果を高めるようにすることが大切

である。また、家庭や地域及び社会における生活の中から問題を見いだして課題を設定し、解決

策を構想し、実践を評価・改善し、考察したことを根拠に基づいて論理的に表現するなど、生涯

を見通して生活の課題を解決する力を養うことが重要である。 

④ 中学校技術における「問題解決」の学習過程とＩＣＴの活用について 

中学校技術で育成することを目指す資質・能力は、単に何かをつくるという活動ではなく、技

術に関する原理や法則、基礎的な技術の仕組みを理解（既存の技術を理解する場面）した上で、

生活や社会の中から技術に関わる問題を見いだして課題を設定し、解決方策が最適なものとなる

よう設計・計画し、製作・制作・育成を行い、その解決結果や解決過程を評価・改善（技術によ

り問題を解決する場面）し、さらにこれらの経験を基に、今後の社会における技術の在り方につ

いて考える（技術の在り方や将来展望を考える場面）といった学習過程を経ることで効果的に育

成できるものである。技術分野においては、この学習過程の各場面で目指す資質・能力を明確に

し、その育成のために適切なＩＣＴの活用を検討することが大切である。 

なお、各教科等の指導におけるＩＣＴの効果的な活用に関する資料及び解説動画又は「主体的・

対話的で深い学び」の視点からの学習過程を踏まえた、各教科の特質に応じた学習場面とＩＣＴ活

用の実践事例が文部科学省の Webページに掲載されている。 

(3) 「探究」及び「問題解決」の学習過程を重視した授業づくりと学習評価について 

    高校理科の「探究」の学習過程を重視した授業づくりと学習評価については、「平成 28年答申」 

及び「新学習指導要領」解説理科編・理数編に、理科の資質・能力を育むために重視すべき学習過

程のイメージ（図２）が示され、それぞれの過程において、育成される資質・能力が細分化されて

例示されている。また、高校家庭及び中学校技術の「問題解決」の学習過程を重視した授業づくり

と学習評価については、「平成 28年答申」に「問題解決」の学習過程のイメージ（図３）（図４）と

ともに、目指す資質・能力と学習評価の場面の例が示されている。なお、それぞれの教科における

観点別学習状況の評価の観点である、「知識・技能」、「思考・判断・表現」、「主体的に学習に取り組

む態度」で整理した学習評価例は、本研究の実践事例集に掲載している。 

以上のように、高校理科、高校家庭、中学校技術において、目指す資質・能力を育成するための「指

導と評価の一体化」の充実を図るには、その基盤となる「主体的・対話的で深い学び」を踏まえた「探

究」及び「問題解決」の学習過程を重視した授業改善とともに必然的に観察・実験・実習の充実が重

要となっている。さらに、その有効な手立てとしてＩＣＴの効果的な活用が求められているのである。

このように、「新学習指導要領」に提示されているキーワードを個々に捉えるのではなく、全ての教育

活動がつながりをもって連動していることを意識して授業づくりに取り組むことが大切である。 

３ 実態調査アンケート 

高校理科、高校家庭及び中学校技術での実態調査を実施した。主な対象は県立高校理科・家庭科担

当教諭（特別支援学校含む）と県内公立中学校技術担当教諭とした。内容は、「探究」及び「問題解

決」の学習過程、また「ＩＣＴの活用」の実施状況や課題等とした。このアンケートの回答結果を基

に調査・分析し、現状把握を行った。調査方法は、県立高校教諭へは各研究会と連携して、回答ペー

ジのＱＲコードとＵＲＬを配信し、県内中学校教諭へは各中学校を通して行った。県立高校理科担当

教諭(116件)、家庭科担当教諭(75件)、公立中学校の技術担当教諭(66件)の有効な回答を得た。 
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(1) 「新学習指導要領」の「目標」、「見方・考え方」及び学習過程に関する意識調査  

「高校理科・家庭、中学校技術の新  

学習指導要領』の『目標』及び『見 

方・考え方』の理解に関する意識調 

査」では、いずれも「よく理解してい 

る」等の肯定的な回答が約 70％～ 

80％を占め望ましい結果となった。ま 

た、高校理科における「探究」の学習 

過程、高校家庭、中学校技術における 

「問題解決」の学習過程に関して、約 

70％以上が「よく理解している」「ど 

ちらかといえば理解している」という 

回答であった（図６）。「主体的・対話 

的で深い学び」の実現に向けた授業改 

善の基盤となる学習過程の在り方につ 

いては、ある程度の理解が浸透していることがうかがえる。 

(2) 高校理科における「探究」の学習過程とＩＣＴの活用の取組 

① 高校理科における「探究」の学習過程の実施について(図７)  

「探究」の学習過程の実施について、  

約 70％以上と多い学習過程は、㋐「自然   

事象に対する気付き」、㋔「観察・実験の  

実施」、㋕「結果の処理」、㋖「考察・推 

論」となった。これより、観察・実験の  

充実がうかがえる。実施が約 50％以下と 

少ない学習過程は、㋑「課題の設定」、㋒ 

「仮説の設定」、㋓「検証計画の立案」で 

あった。その理由として、「時数が限られ 

ている」等の時間確保に関すること、「探 

究」の学習活動に対する生徒の経験や知 

識不足等の生徒に関すること、その他に 

は、「イメージが湧かない」など、教師側 

による理由があった。「探究」の学習過 

程は、「自然事象に対する気付き」から「表現・伝達」までの理科の学習過程の例を示しているが、 

課題の把握（発見）、課題の探究（追究）、課題の解決という探究の過程を通じた学習活動を行い、 

それぞれの過程において、資質・能力が育成されるよう指導改善を図ることが必要である。 

② 高校理科における「探究」の学習過程とＩＣＴの活用について(図８) (図９) 

高校理科のＩＣＴの活用の場面 

について、肯定的な回答を見ると、 

「Ａ一斉授業」は 90％を超え、積極 

的に活用されていることが分かる。 

一方、「Ｂ個別活動」では、ほとん 

どの場面が 30～40％であることか 

ら、積極的に活用されていない状況 

がうかがえる。その中で、比較的活 

用場面の多い「Ｂ２調査活動」の 

47.4％では、ほとんどの学習活動 

が、インターネットを利用した調べ 

学習であった。また、「Ｃ協働活動」 

は全て 30％以下と低く、具体例と 

して、Microsoft OneNote等による 図８ 学校におけるＩＣＴを活用した学習の場面(高校理科) 

図７ 「探究」の学習過程の実施状況(高校理科) 

図６ 「探究」及び「問題解決」の学習過程に関する意識調査 

（高校理科・家庭、中学校技術） 

高校理科 n=116 高校家庭 n=75 中学校技術 n=66 

％ 

n=116 

n=116 
％ 
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実験結果や感想等の共有での活用が挙げられた 

が、その活用事例は僅かであった。 

次に高校理科における「探究」の学習過程での  

教師によるＩＣＴの活用状況を見ると、㋐「自然  

現象に対する気付き」の過程における活用が最 

も多く、具体的な活用事例の記述から、インター 

ネット等による授業への資料や情報の収集等、 

ほとんどが「Ａ一斉授業」で活用する内容であっ 

た。同じく図９において、生徒側の「探究」の学 

習過程におけるＩＣＴの活用状況を見ると、教 

師と比べると回答数も少なく、具体的な活用事 

例の記述も少なかった。その中で㋗「表現・伝達」 

の過程における活用が最も多く、具体例として、 

ほとんどがインターネット等による調べ学習、 

また Microsoft Teams等を活用した協働作業、プ 

レゼンテーションソフトを用いた発表やレポー 

トの作成などであった。教師、生徒の回答ともに㋑「課題の設定」、㋒「仮説の設定」、㋓「検証 

計画の立案」の回答が低いことが分かる。また、「探究」の学習過程全体を通して、理科の特質と 

してのＩＣＴの活用である、専門的なデータの利用、工夫したグラフの作成、シミュレーション 

の利用などの活用事例の回答は僅かであった。 

(3) 高校家庭における「問題解決」の学習過程とＩＣＴの活用の取組 

① 高校家庭における「問題解決」の学習過程の実施状況について(図 10) 

「問題解決」の学習過程の実

施状況において、㋐「生活の課

題発見」、㋑「課題の解決方法の

検討と計画」では約 80％以上の

肯定的な回答が多く、積極的に

取り組んでいることが分かる。

一方、㋒「課題解決に向けた実

践活動」では、肯定的な回答が

58.7％、㋓「課題解決の実践活

動の評価・改善」では、53.4％、

㋔「家庭・地域での実践」では、

40.0％であった。この結果から、

家庭科の科目の履修単位数も大

きく影響していると考えられる。

家庭科の科目は「家庭基礎２単位（70時間）」「家庭総合４単位（140時間）」であり、それぞれ「Ａ

家族・家庭生活」「Ｂ衣食住の生活」「Ｃ消費生活・環境」三つの内容を学習する。さらに授業時

間 10分の５以上を実験・実習に配当することとなっているため㋐「生活の課題発見」や㋑「課題

の解決方法の検討と計画」は授業内で扱うが㋒「課題解決に向けた実践活動」や㋓「課題解決の

実践活動の評価・改善」、㋔「家庭・地域での実践」の学習過程は、授業時数内で扱うには厳しい

状況にあると思われる。そのため、㋒「課題解決に向けた実践活動」や㋓「課題解決の実践活動

の評価・改善」、㋔「家庭・地域での実践」は実施状況が低くなっていると思われる。今後は、課

題解決の実践の場の設定を学校行事等と関連させて実践する必要がある。 

② 高校家庭における「問題解決」の学習過程とＩＣＴの活用について(図 11) 

  学校における「ＩＣＴを活用した学習の場面」(図 11)の肯定的な回答を見ると、「Ａ一斉授業」 

における「Ａ１教師による教材の提示」が 94.7％と高く、最も活用されていることが分かる。し 

かし、「Ｂ個別学習」の「Ｂ２調査活動」では 62.6％、「Ｂ５家庭学習」では４％と活用場面に大 

きな差が見られた。「Ｃ協働学習」における「Ｃ１発表や話合い」では 37.3％、「Ｃ４学校の壁を 

越えた学習」に関しては０％とこちらも大きな差が見られた。これらの活用の低い場面は、「問題 

図 10 「問題解決」の学習過程の実施状況（高校家庭） 

n=75 

図９ 「教師」及び「生徒」による「探究」の 

  過程でのＩＣＴの活用(高校理科) 

％ 

n=116 

％ 
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解決」の学習過程の㋒「課題解 

決に向けた実践活動」や㋓「課 

題解決の実践活動の評価・改 

善」、㋔「家庭・地域での実践」 

場面と重なることも多い。この 

ことから、ＩＣＴを活用した学 

習においては教科の特質が現 

れると考えられる。今後は「主 

体的・対話的で深い学び」に向 

けてどのように活用すると学 

習が深まるか実践的な研究が 

必要である。 

(4) 中学校技術における「問題解決」の学習過程とＩＣＴの活用の取組 

① 中学校技術における「問題解決」の学習過程について（図 12） 

中学校技術において、「問題解決」の学 

習過程㋑～㋔を「よく行っている」等肯定 

的な回答をした教員が約 80％を超えてい 

る。しかし、実際に「問題解決」に割り当 

てられている時間数を確認すると、各内容 

で６時間以下又は９時間以下の短時間で 

「問題の解決」の授業を実施していること 

が分かった。国立教育政策研究所の「『指 

導と評価の一体化』のための学習評価に関 

する参考資料」では全ての内容が 10時間 

以上で計画されていることから、この時数 

で「課題設定」から「設計・計画」「製作・ 

制作・育成」「評価」までの「問題解決」の 

学習過程を行うのは非常に厳しい。「指導 

計画」や「技術分野の学習過程の理解度」に課題があると考える。 

② 中学校技術におけるＩＣＴの活用の課題と支援策について(図 13) (図 14) 

  「問題解決」の学習過程における教師の 

ＩＣＴの活用(図 13)については、㋐「既 

存の技術の理解」における活用が最も多 

い。これは、技術の知識に関する学習内容 

が多いため、教師主導型の授業展開が主 

となっているためと考える。また、㋑「課 

題の設定」、㋒「技術に関する科学的な理 

解に基づいた設計・計画」、㋔「成果の評 

価」においては、教師、生徒ともに活用が 

少ない。「問題解決」の学習過程を通して 

どのようにＩＣＴを活用したらよいか 

「ＩＣＴの活用による効果」等の具体的 

な実践事例が必要であると考える。また、 

ＧＩＧＡスクール構想、1人 1台端末を活用した 

授業づくりの課題(図 14)として「情報モラルの 

指導」「教師の端末活用スキル」「生徒の端末活用 

スキル」が 50％を超えており、教師のＩＣＴ活用 

指導力向上が必要である。「効果的なアプリの選 

定」も約４割が課題と捉えており、ＩＣＴ活用の 

事例や活用アプリ集等の提示が必要である。 

 図 12 「問題解決」の学習過程実施状況（中学校技術) 

  図 13 「教師」及び「生徒」による「問題解決」での

ＩＣＴの活用状況 （中学校技術) 

図 14 授業づくりの課題(中学校技術) 

図 11 学校におけるＩＣＴを活用した学習の場面(高校家庭) 
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共同研究 

(5) 高校における 1人１台端末の活用に向けての授業改善と支援策について 

① 高校における 1人 1台端末の活用に向けた課題 (図 15) 

高校における 1人１台端末が 

本格的にスタートすることにつ 

いて現時点での課題に思ってい 

ることを、高校理科、高校家庭で 

質問したところ、「１．教師のＩ 

ＣＴ(端末を含む)活用スキル」 

が理科 75.9％、家庭 88.0％、「２． 

生徒のＩＣＴ活用スキル」理科 

61.2％、家庭 49.3％となり、生 

徒より教師自身が端末やアプリ 

の活用等のスキルに不安を抱え 

ていることがうかがえる。続い 

て、「８．ＩＣＴの準備・調整を含 

む教材研究の時間確保」では理科 77.6％、家庭 76.0％であった。その理由として、校務分掌など 

の業務や観点別学習状況の評価の実施などによる教師の多忙化が主だったものであった。また、 

「５．通信環境に関すること」については、理科 76.7%、家庭 76.0％と高い値を示し、通信速度 

による物理的な要因が多かった。さらに、「６．端末１人 1台を活用した授業づくり」では理科 

67.2％、家庭 65.3％となり、「家庭での通信環境の違い」や「端末のトラブルでの対応」等が挙げ 

られた。このように、ほとんどの項目で回答数が多く、多岐にわたる懸念事項が挙げられている 

ことから、1人 1台端末の活用に対して不安を抱いていることがうかがえる。 

② 「探究」及び「問題解決」の学習過程を重視した授業改善及びＩＣＴ活用に関する支援策(図 16) 

高校理科、高校家庭において、「探究」及び「問題解決」の学習過程を重視した授業改善、効果

的なＩＣＴの活用を進めていくうえで必要と感じていることを質問したところ、理科・家庭科と

もに上位２項目が同じで、「４．具体的な授業実践事例等に関する資料」は理科 69.0％、家庭 73.3％、

「３．ＩＣＴ活用に関するスキルアップ研修」は理科 69.0％、家庭 74.7％となった。これにより

学校現場の教員が現在必要としている支援策が明確となった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

また、高校理科、高校家庭における実態調査アンケートの結果を総括すると、「新学習指導要領」

の目標や重視すべき学習過程については、おおむね理解はできているが、高校理科においては、

㋑「課題の設定」㋒「仮説の設定」㋓「検証計画の立案」、高校家庭においては㋒「課題解決に向

けた実践」㋓「課題解決の実践活動の評価・改善」㋔「家庭・地域での実践」の実施率が低いこ

とが分かった。さらに、ＩＣＴの活用においては「Ｂ個別学習」「Ｃ協働学習」の学習場面での活

用が少ないことが分かった。いずれも生徒が主体的に活動することが重要な学習過程や場面であ

り、その充実が求められている。生徒の資質・能力を育成するための「主体的・対話的で深い学

び」の実現に向けた授業改善は、全ての学習過程をバランスよく実施することが大切であること

を踏まえ、ＩＣＴの活用が単に目的化することにならないように十分に留意する必要がある。そ

のためには、「探究」及び「問題解決」の学習過程を重視した授業改善と各学習の過程におけるＩ

ＣＴの効果的な活用に関する実践研究を深め、具体的な実践事例を示すことが必要と考える。 

図 15 1人 1 台端末の活用に向けた課題(高校理科・高校家庭) 

 

図 16 授業改善で必要と感じていること(高校理科・高校家庭) 
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    理科研修班 

 

４ 「探究」及び「問題解決」を重視した授業実践事例 

高校理科における「探究」の学習過程、高校家庭及び中学校技術においては「問題解決」の学習過

程を重視し、ＩＣＴを効果的に活用した授業実践を研究協力員と連携して行った。ここでの報告は、

高校理科（物理基礎）について紹介する(図 17)。事例の詳細及び他の教科・科目の事例については、

実践事例集に掲載している。   

 

                  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

        

 

 

 

 

 
  授業全般に関するＩＣＴの活用 

・MicrosoftTeams の授業のチャネルを毎時間作成し、チャネル内にワークシート等のデジタルデータ 

を保存し、いつでも閲覧やダウンロードできるようにした。 

・授業チャネルに、本時で利用するリンク先をＰＤＦに貼り付け、簡単にサイトに移動できるように 

した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
図 17 高校理科（物理基礎）における探究の過程を重視した授業実践事例（抜粋） 

 物体の運動を解析する実験 

【ＩＣＴの活用】 

・力学台車にタブレット乗せ、力学台車を引く 

力、力学台車の質量を変えたときの加速度を調 

 べ、運動の第２法則を見いだす。 

・各班での実験結果を、ＩＣＴを活用しデータを 

共有する。 

【ＩＣＴの効果】 

・グラフの縦軸や横軸の比率を変えることで、 

違いの見えやすいグラフを簡単に作成できる。 

・結果を入力した Excel 表の縦軸と横軸を入れ 

替えることで、作成されるグラフが異なる（右 

図）。これより、表やグラフの仕組みについて 

考えることができる。 

 

 

1時間目 

自然事象に対する気付き 

 ・毎時間授業の終わりに Microsoft Forms を用いて「振り返りアンケ

ート」を実施した。質問「疑問に思ったことはありますか」の生徒

の疑問から、「自然事象に対する気付き」に関する内容を、次の授業

の導入で活用する。 

検証計画の立案 

 ・前時の振り返りアンケート「実験操作の難しかった所はどこです

か」の回答から、本時の実験の方法や検証方法について考える。 
観察・実験の実施 （ＩＣＴの活用：Ｃ３協働制作） 

 ・タブレットを測定器として、加速度の測定を行う。 

 ・各班で異なる条件(力または質量)の実験を行う。 

２時間目 

結果の処理 （ＩＣＴの活用：Ｃ３協働制作） 
・Teams の本時の授業チャネルの共有 Excel ファイ 

ルに、生徒は実験結果を入力する。 

 ・各班の実験結果を表に集約すると、自動で加速度 

の平均値やグラフが作成されるように設定する。 

考察・推論 （ＩＣＴの活用：Ｃ２協働での意見整理） 

 ・グラフ等を自動で作成することで、考察や班活動 

での意見交換や議論に多くの時間が割り当てるこ 

とができる。 

・各班異なる条件の実験をすることで、より多くの 

実験結果を比較や関連付けすることができ、理科 

の見方・考え方を働かせた深い学びができる。 

加速度を測定したことで、加速度は力に対して比例の関係、 

質量に対して反比例の関係のグラフの両方が作成できる。 

表の縦軸と横軸（行と列）を入れ替えた時のグラフ 



共同研究 

Ⅲ 成果と課題 
 １ 成果 

(1) 高校理科、高校家庭、中学校技術の「探究」または「問題解決」の学習についての現状や課題を

把握することができた。 

(2) 高校理科、高校家庭、中学校技術のＩＣＴの活用の実態や課題について把握することができた。 

(3) 高校理科、高校家庭、中学校技術において「探究」または「問題解決」の学習についての実践事

例集を作成できた。 

 ２ 課題 

(1) 高校理科、高校家庭、中学校技術の「探究」または「問題解決」を重視した学習過程について共

通理解を図り、実践を踏まえた改善を繰り返して検討していくことが必要である。 

(2) 高校理科、高校家庭、中学校技術において、「探究」または「問題解決」を重視した学習過程での

ＩＣＴの活用について、実践を踏まえた改善や実践事例を積み重ねて増やしていく必要がある。 
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